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保土ケ谷橋近くに
開業し18年が過ぎ

ました。当初は消
化器疾患を中心と
した診療を考えて
いましたが、現在
は様々な患者さん
に来てもらってい
ます。今後も地域
の医療に微力な
がら貢献したいと
思います。

保土ケ谷区天王町で循環器内科と一般内科
をしております。Ｈ21年に開業後変わらないコ

ンセプトは《相談のしやすさ》です。「どこに相
談してよいかわからない」「病院の先生は忙し
そうで聞きたいことも聞けない」とひそかに悩
んでいる患者さんは意外と多いと感じてます。
そんな時少し不足している医学知識を補う説
明をする事などで悩みが消失することを経験
してきました。それは開業医の重要な仕事の
一つだと思ってます。もちろん一般的な内科
検査や治療もやっておりますのでお気軽にご
来院ください。

6月8日「医師から見た多職種連携とは
在宅医療9年の経験から」

保土ヶ谷在宅クリニック 大田英一郎先生より

「在宅で看取るということ」 多職種連携 特に医療と介護
の連携について《在宅看取りという切り口》でお話しいただ
きました。
医療・介護等関係者：参加者 89名

詳しくはこちら

7月20日「最後までその人らしく生きるを支える：
意思決定を支援する医療・介護関係者の役割」

北海道医療大学名誉教授・日本看護管理学会監事
石垣靖子先生より
自分で決定できる(意思決定)を支えるための医療者・介護者
の役割についてお話しいただきました。
医療・介護等関係者：参加者 152名 詳しくはこちら

今後の予定(詳しくは後日ちらしでご案内します)
《ほどがや健康塾》
１０月２１日(日)13時～15時
場所：保土ケ谷公会堂
【在宅医療を始める前の基礎知識

地域で最期まで自分らしく】
ゆう在宅クリニック 田村陽一先生


